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         会 議 名       資料２ 

令和 7年度第 4回 生活支援事業連絡会 

開催日時 2025年 7月 16日（水）14:00～16：00 

開催場所 西庁舎第 5会議室 

参加者 
小金井市介護福祉課：木津、菊地原、（敬称略） 

きた包括：松村 みなみ包括：河合 ひがし包括：中島 にし包括：久野（記録） 

議  事  内  容 

  

１． 応援ブックについて 

・ 今までは圏域別の掲載だったが、今回からはカテゴリー別にする予定。 

・ 別紙のように、市 HP 掲載することにより、団体の中でホームページを作成していれば、すぐに検索できる。 

・ ホームページ掲載に関しては、一定のルールを設ける。市で今までのデータは修正し包括に送るので、確認

してほしい。 

・ 紙面の都合上、全記事は記載できない可能性あり。年会費の表記なども統一する。 

・ 参加費無料の団体は、基本的には表記しない。 

・ 代表者名は〇〇氏ではなく、〇〇さんと統一する。 

・ 応援ブックの表紙デザインをイラストにしては？という意見あり。きた包括圏域のエクセルアートの O 氏に

2 層 CO 松村氏より打診してみる。 

・ 圏域をまたがっている団体の掲載については、紙面に余裕があれば、それぞれの圏域に載せる。（いきがいさ

くら会、太極拳、囲碁、おしゃべりサロン等） 

・ さくら体操、認知症カフェは応援ブックから削除予定。二次元コード掲載により HP で閲覧可能。 

 

２．お元気サミットについて 

・ 地域デビュー講演会第 2 弾を予定（別紙参照） 

・ 申し込み制で定員 100 名とするが、当日飛び込み参加もありとする。 

個別相談のところでは、ボランティアポイントの商工会は、マルチパーパスにて両日参加している。 

・ 個別相談会は小ホールのみでの実施が基本で、14:30 終了。 

・ ふらっと来た方も何か来てよかったと思えるよう、スマホ相談等の実施は良いのではないか。スペースを確

認する。 

・ お元気サミット周知については YouTube で配信。9/17(水)連絡会後に収録する。10/1 号市報にも掲載予定。

お元気サミットチラシとは別でチラシ作成する。 

・ 当日希望者が手に取れるよう 10～20 冊程度、応援マップを提供してほしい。 

 

３．活動報告から 

・ 認知症夫婦が府中のセブンイレブンからカートを持ち帰ってしまうということで、110 番通報された案件（み

なみ圏域）。店長は「どこに連絡していいのか、わからなかった」と。個別地域ケア会議を開催し、個人情報

を記載したヘルプカードを持たせることとなった。 

コンビニ店長も包括の存在を知らないこともある。圏域内の高齢者のみが買い物に来るとも限らない。包括

としての対応策としては、良かったと思われる。 

包括支援センターの周知をする必要がある。 

・ 認知症の人の就労先も必要になってくる。今後、認知症推進員との協働も必要と思われる。包括内で共有し、

推進員連絡会等で検討してもらいたい。 

・ 「料理クラブたちばな」が立ち上がった。社協の「いきいきサロンでは、飲食代が出ない」と言われたとい

うことで、主宰者としては「納得できない」とのこと。生活支援コーディネーターで解決できる問題でもな

く、「直談判する」こととなった。助成金の出どころはどこなのか、助成金の仕組みについて申請する側にも

理解することも必要なのではないか。 

 

４．お金の管理啓発について 

・ 5 月に市が地域参加講座の中で実施。 

・ 7/17(木)いきがいさくら会に実施予定。 

・ 7/25(金)にし圏域で本町長生会に実施予定。 

 

５．その他 

・ 10/3～12 週にわたり、サブスタッフ養成講座あり。11/19(水)の生活支援連絡会時に、受講者氏名、人数を伝



 ７  

 

えるので、講座受け入れ可能日の調整をしてほしい。 

・ 生活支援コーディネーター初任者研修を終えて（ひがし包括） 

事例とグループワーク、初任者同士の悩みを分かち合える場でもあった。住民にしかできないことや、専門

職にしかできないことがあると感じた。「住民主体」の意味は、事例から学ぶことができた。自己紹介の仕方

として「インパクトあるやり方で、ファンを作っておくと良い」と言われたのが印象的だった。 

連絡会後、国分寺市との情報交換会を実施し、終了。 

 

 

 

次回開催予定    

生活支援連絡会 2025年 9月 17日（水）14時～ 於：本町暫定第 1会議室にて  

 

 

以上 


